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(57)【要約】
車両１００におけるタイヤ圧力センサ１０の構成方法は
移動無線装置３０とタイヤ圧力センサ１０との間のデー
タ通信接続２０を構築するステップと、移動無線装置３
０を用いて車両１００に特有の少なくとも１つのセンサ
パラメータ４０を選択するステップと、タイヤ圧力セン
サ１０において少なくとも１つの選択されたセンサパラ
メータ４０を活性化するステップとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
車両（１００）におけるタイヤ圧力センサ（１０）の構成方法であって、
　－　移動無線装置（３０）とタイヤ圧力センサ（１０）との間のデータ通信接続（２０
）を作出するステップと、
　－　移動無線装置（３０）を介して前記車両（１００）に特有の少なくとも１つのセン
サパラメータ（４０）を選択するステップと、
　－　前記タイヤ圧力センサ（１０）において、前記少なくとも１つの選択されたセンサ
パラメータ（４０）を活性化するステップとを含む方法。
【請求項２】
前記データ通信接続（２０）が、無線接続として、特に、次の無線規格、すなわち、
　－　ＷＬＡＮ
　－　ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）
　－　ＮＦＣ（ｎｅａｒ　ｆｉｅｌｄ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ：近距離通信）
の少なくとも１つに基づいて構築されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記データ通信接続（２０）が、前記タイヤ圧力センサ（１０）と直接方式において構築
されることを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
前記データ通信接続（２０）が、前記車両（１００）の制御装置（１１０）を介して、間
接方式において構築されることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
前記車両（１００）に特有の少なくとも１つのセンサパラメータ（４０）が、前記タイヤ
圧力センサ（１０）のメモリユニット（１２）から選択される、特に、所定のセンサパラ
メータ（４０）から選択されることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項６】
車両（１００）に特有の前記少なくとも１つのセンサパラメータ（４０）が、前記それぞ
れのセンサパラメータ（４０）が特に各車両（１００）に対する相関関係において保存さ
れるデータベース（４２）から選択されることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項７】
前記車両（１００）に特有の少なくとも２つのセンサパラメータ（４０）が、前記車両（
１００）の選択を介して、特に車両のデータベース（４４）から共通に選択されることを
特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
前記データ通信接続（２０）の構築と、前記少なくとも１つのセンサパラメータ（４０）
の選択と、前記選択された少なくとも１つのセンサパラメータ（４０）の活性化との方法
のステップが、前記タイヤ圧力センサ（１０）を車輪のリムに装着した後に行われること
を特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
前記移動無線装置（３０）と、車両（１００）の異なる車輪（１１０）の少なくとも２つ
のタイヤ圧力センサ（１０）との間のデータ通信接続（２０）、特に、前記車両（１００
）のすべての車輪（１２０）のすべてのタイヤ圧力センサ（１０）とのデータ通信接続（
２０）が、これらのタイヤ圧力センサ（１０）の共通の構成に対して作出されることを特
徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
この方法のための前記タイヤ圧力センサ（１０）が、符号化（１１）の走査によって、特
に、前記移動無線装置（３０）の走査装置（３２）によって選択されることを特徴とする
請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項１１】
移動無線装置（３０）の構成のためのコンピュータプログラム製品であり、機械読み取り
可能な媒体上に保存されるコンピュータプログラム製品であって、
－　処理ユニットに、移動無線装置（３０）とタイヤ圧力センサ（１０）との間のデータ
通信接続（２０）の作出を開始させる機械読み取り可能なプログラム手段と、
－　前記処理ユニットに、前記移動無線装置（３０）を介して、前記車両（１００）に特
有の少なくとも１つのセンサパラメータ（４０）の選択を開始させる機械読み取り可能な
プログラム手段と、
－　前記処理ユニットに、前記タイヤ圧力センサ（１０）における少なくとも１つの選択
されたセンサパラメータ（４０）の活性化を開始させる機械読み取り可能なプログラム手
段とを含むコンピュータプログラム製品。
【請求項１２】
機械読み取り可能なプログラム手段が、請求項１～１０のいずれか一項に記載の特徴を有
する方法のステップの構成用として想定されることを特徴とする請求項１１に記載のコン
ピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タイヤ圧力センサの構成方法と、その方法を移動無線装置上において実行す
るためのコンピュータプログラム製品とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両に対してタイヤ圧力センサを構成する方法は公知である。タイヤ圧力センサは、車
輪におけるタイヤの内圧を判定するために設けられている。このタイヤ圧力は、引き続い
て無線のインタフェースを介して車両の制御装置に伝送され得る。これによって、車両が
、従って車両の運転者も、各車輪におけるタイヤ圧力に関する情報を恒久的に所有するこ
とになるので、安全性が保証される。すなわち、時間経過におけるタイヤ圧力の緩慢かつ
微妙な低下が判定され、その情報が車両の運転者に提供される。
【０００３】
　この公知の解決策においては、それぞれの車両に対するタイヤ圧力センサの調整に多大
の労力を必要とする。すなわち、各タイヤ圧力センサと各車両の制御装置との間の通信プ
ロトコルが、車両のタイプまたは車両のメーカによって異なる。さらに、例えば、測定領
域トリガ限界またはタイヤ圧力センサの実際の信号フォーマットなどの他のパラメータも
、車両または車両タイプにより独特である。従って、現状では２つの異なるタイプのタイ
ヤ圧力センサが設けられている。これらは、一方では、車両メーカにより製造される各車
両に独特のタイヤ圧力センサである。これは、整備工場にとって、同整備工場が扱う車両
の全タイプに独特なタイヤ圧力センサを保管しなければならないことを意味する。これに
よって、高度の倉庫収容対策が、対応する空間の必要性、対応する物流管理および対応す
るコストと共に必要になる。同時に、いわゆる汎用型のセンサがタイヤ圧力センサとして
提供される。これは、　、各車両タイプで使用可能であるが、センサパラメータに関して
車両ごとに構成しなければならない。このため、その構成は、車両または車両タイプに対
する対応するセンサパラメータの対応する調整に関係する。これは、車輪のリムにタイヤ
を装着する場合の高度の対策、つまり、それぞれのタイプの汎用型センサに独特な別個の
プログラミング装置によって行われる。換言すれば、これは次のことを意味する。すなわ
ち、整備工場が規定量の汎用型タイヤ圧力センサを保管することは可能であるが、整備工
場は、異なる汎用型タイヤ圧力センサに対して各メーカが提供するプログラミング装置を
所有しなければならない。これは、高コストの対策と倉庫収容とによって、タイヤの販売
業者または整備工場に煩雑さをもたらす結果になる。同時に、異なるプログラミング装置
の多様性によって、タイヤの技能者にも煩雑な問題となる。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記問題点を少なくとも部分的に回避することが本発明の目的である。具体的には、好
ましくは構成に要する時間を短縮するために、車両におけるタイヤ圧力センサの構成を、
コスト効率的にかつ簡単な方法で改良することが本発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的は、請求項１の特徴を備えた方法と、請求項１１の特徴を備えたコンピュータ
プログラム製品とによって実現される。本発明のさらなる特徴および詳細が、従属請求項
と、本明細書と、図面とから明らかになり、それによって、本発明による方法に関連付け
て記述される特徴および詳細は、本発明によるコンピュータプログラム製品との関連にお
いても当然当てはまり、その逆も成り立ち、その結果、本発明の個々の態様についての開
示に照らして相互に関連付けられ得る。
【０００６】
　車両上にタイヤ圧力センサを構成するための本発明による方法においては、次のステッ
プが実行される。すなわち、
　－　移動無線装置とタイヤ圧力センサとの間のデータ通信接続を作出するステップと、
　－　移動無線装置を用いてその車両に特有の少なくとも１つのセンサパラメータを選択
するステップと、
　－　タイヤ圧力センサにおいて、少なくとも１つの選択されたセンサパラメータを活性
化するステップとが実行される。
【０００７】
　本発明による方法は車両上におけるタイヤ圧力センサの公知の構成用として役立つ。こ
の場合、この構成は、各車両に特有の少なくとも１つのセンサパラメータに関係する。こ
のようなセンサパラメータは、上記のように、その車両の関係する特定の制御装置用の対
応する通信フォーマットとすることができる。その他に、他のセンサパラメータも、構成
用として、代替的にまたは追加的に使用できる。例えば、センサパラメータを、タイヤ圧
力センサの測定領域または対応するトリガ限界とすることができる。それ以外に、伝送さ
れる信号のフォーマットを本発明による方法で構成することによって、車両特有の方法で
調整可能にすることができる。
【０００８】
　本発明の決定的に重要なステップは、タイヤ圧力センサと移動無線装置との間のデータ
通信接続がこの方法によって構築されるということである。本発明の範囲内では、移動無
線装置は、タイヤ圧力センサ用として実際には特定のプログラミング装置ではない装置を
表す。さらに、移動無線装置は、移動無線の利用のための一義的機能として役立つ装置で
ある。具体的には、移動無線装置は、携帯電話またはいわゆるタブレットＰＣを意味する
。従って、移動無線装置の一義的機能は、対応する使用者による装置の私的なまたは商業
的な使用である。換言すれば、タイヤ圧力センサと移動無線装置との間のデータ通信によ
る本発明による方法は、移動無線装置の二次的機能またはさらに下位の機能として提供さ
れる。
【０００９】
　本発明に従って移動無線装置およびその下位機能を用いることによって、特定のプログ
ラミング装置の利用が回避され、またはその利用を避けることができる。これは、まず第
１に、大きなコスト的利点と煩雑さに関する大きな利点とをもたらす。従って、移動無線
装置上における本発明による方法の構成、例えば、ソフトウェア製品、コンピュータプロ
グラム製品またはいわゆるインストール可能なアプリケーションとしての構成によって、
完全な構成の機能性を提供できる。これによって、別個のかつ特定のプログラミング装置
のコストおよび煩雑性を避けることができる。
【００１０】
　このような移動無線装置の使用者は、通常、一義的機能を集中的に使用することによっ
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て安全な取り扱い上の品質を得ているという点で、さらに別の利点が、移動無線装置によ
って実現される。すなわち、本発明による方法は、この安全な取り扱い上の品質に基づい
て遂行されており、これによって、構成の取り扱いにおける安全性と特に構成の速度とが
支持される。整備工場における適切な高い流れ速度を実現するために、通常のタイヤ圧力
センサは高速度に構成されなければならないので、数分間の僅かな速度の改善が決定的な
経済的重要性を有するのである。
【００１１】
　この場合、本発明によれば、特定のセンサパラメータの選択によって、通常または特定
の車両とのセンサパラメータの相関関係が分かる。すなわち、例えば、複数の可能なセン
サパラメータの特定の車両との特定の相関関係を含むリストからの能動的な入力または選
択を行うことができる。この選択は、好ましくは移動無線装置の表示装置、例えば、いわ
ゆるタッチスクリーン上で行われる。
【００１２】
　この場合、タイヤ圧力センサにおける少なくとも１つの選択されたセンサパラメータの
活性化が構成の結果に関係する。換言すれば、タイヤ圧力センサの使用において、この選
択されたセンサパラメータを関係する機能性に関して使用できるように、活性化によって
、センサパラメータをタイヤ圧力センサの機能に割り当てることができる。例えば、車両
のタイプに特有の、または車両メーカに特有の伝送器プロトコルのセンサパラメータが選
択される場合は、現時点以後、この選択された通信プロトコルによって車両の制御装置と
通信するという程度において活性化が生起する。
【００１３】
　実際の保存場所に関する選択および活性化は、移動無線装置において、またタイヤ圧力
センサにおいても行うことができる。それ以外に、これら両者の保存場所からの通信が本
発明の範囲内で可能である。タイヤ圧力センサが比較的大きな保存スペースを含む場合は
、すべての可能なセンサパラメータをそこに格納できる。選択および活性化は、この方式
によって、すなわち移動無線装置の表示機能によって行われ、その結果、例えば、いわゆ
る日付を、特定の選択されたパラメータ上において設定できる。これとは逆に、可能なセ
ンサパラメータの少なくとも一部分が移動無線装置に保存される場合は、活性化が、デー
タ通信接続と、タイヤ圧力センサ内の達成可能な保存ユニット内における対応する保存と
を介して、選択されたセンサパラメータの伝送を追加的に含むことができる。
【００１４】
　この場合、本発明による方法は単一のタイヤ圧力センサの構成に限定されない。そうで
はなく、車両の２つ以上の、特に以下に具体的に記述するようにすべてのタイヤ圧力セン
サを共通してこの方法によって構成できる。２つ以上のタイヤ圧力センサの構成を単一の
方法で遂行することによって、結果的に大きな時間的利点が実現できる。その場合、対応
するデータ通信接続は十分な有効範囲を有し、それによって、すべてのタイヤ圧力センサ
をこの有効範囲内において構成できるように、注意しなければならない。
【００１５】
　この場合、タイヤ圧力センサは、本発明による方法用として、異なる構成を含むことが
できる。例えば、一体組み込み型バルブを備えたタイヤ圧力センサが、本発明による構成
方法の目標として可能である。例えば、車輪リムの内側に組み付けられる別個のタイヤ圧
力センサも、本発明の範囲内において当然可能である。
【００１６】
　本発明による方法の場合、データ通信接続を、無線接続として、特に、少なくとも次の
無線規格に基づいて構築すると有利であり得る。すなわち、
－　ＷＬＡＮ
－　ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）
－　ＮＦＣ（ｎｅａｒ　ｆｉｅｌｄ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ：近距離通信）
である。
【００１７】
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　上記のリストは最終リストではない。特に、車両の各制御装置とのその通信用として、
タイヤ圧力センサが　使用する無線規格が用いられる。これによって、タイヤ圧力センサ
の煩雑さを低減できる。同時に、既存のタイヤ圧力センサに関するアプリケーションを、
本発明による方法用として実行できる。その結果、この方法がさらに簡単化され、特に、
多数の可能なタイヤ圧力センサに関する本発明の利点が実現される。無線接続の有効範囲
に応じて、特に、ＷＬＡＮまたはブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）を使用する場合
には、タイヤおよび特にタイヤの近傍に対する局所的な接触を避けることが可能である。
好ましくは、これらの大きな有効範囲によって、２つ以上のタイヤ圧力センサも同時に一
車両において構成され、それによって、平行な実施および対応する時間的な利得をもって
構成されることになる。例えばＮＦＣ無線規格の場合のように、データ通信接続の有効範
囲に関してこれが大幅に制限される場合は、構成における外部からの望ましくない干渉に
対する安全性が改善される。無線接続の別の利点は、制限の完全な放棄が機械的干渉によ
って生じ得るという点である。
【００１８】
　本発明による方法によって、データ通信接続が直接方式においてタイヤ圧力センサと構
築されると、同様に有利である。換言すれば、直接通信は、移動無線装置と付属無線イン
タフェースとの間において、タイヤ圧力センサおよびその無線インタフェースによって行
われる。これによって、追加的な中間通信補助装置を設けることなく、車両または対応す
るタイヤの構成が可能になる。本発明による方法を遂行する場所および時間に関しては、
大きな自由度が存在する。この構成は、車両における既装着のタイヤは別として、活性化
モードの車両の制御装置なしに実行できる。
【００１９】
　代替的にまたは追加的に、本発明による方法においては、データ通信接続を、車両の制
御装置を介して直接方式で構築することがさらに可能である。これによって、通信のため
の対策が大幅に縮減され、特に、車両の制御装置とタイヤ圧力センサとの間の通信接続お
よび対応する通信規格を用いることができる。この実施形態の利点は、これによって、と
もかく、車両におけるすべての既装着のタイヤを同時に構成することが可能になり、また
これによって、平行時間の利得の可能性が実現されるという点である。さらなる利点は、
移動無線装置用のこれらの平行構成のための明確な単一インタフェースである。特にこの
方法においては、それぞれのタイヤ圧力センサにおけるインタフェース対策を縮減でき、
特に本発明による方法を、既存のタイヤ圧力センサに対して用いることができる。この実
施形態のさらなる利点は、この車両の場合、制御装置を対応する通信モードに移行させる
ために、点火のスイッチを入れなければならないという点である。これによって、特に、
本発明による方法を濫用するリスクが避けられる。さらに、制御装置の周縁処理部が使用
可能であり、その場合、各タイヤ圧力センサのための技術的労力、または移動無線装置の
要件の技術的概要に関する技術的労力が縮減される。
【００２０】
　本発明による方法の場合、車両に特有の少なくとも１つのセンサパラメータが、タイヤ
圧力センサのメモリユニットから選択されると、特に、所定のセンサパラメータから選択
されると有利である。これに対応して、タイヤ圧力センサのメモリユニットは、異なる可
能なセンサパラメータを、タイヤ圧力センサの汎用型の構成において保存できる。それ以
外に、対応する車両または車両のタイプに対する相関関係も保存できる。この実施形態の
場合、移動無線装置は拡大された表示装置として機能し、その場合、実際の読み取りおよ
び書き込み、あるいは活性化プロセスは、タイヤ圧力センサのメモリユニットの内部で行
われる。その結果、タイヤ圧力センサが、高い安全性をもって、工場出荷時の正しいセン
サパラメータを保存し、単にこれから、１００％の安全性をもって、特定のセンサパラメ
ータが、移動無線装置によって選ばれまたは選択されるという事実がもたらされる。それ
以外に、このようなセンサパラメータの別個のアプリケーションによる記憶装置、または
本発明の方法の枠内における記憶装置も本発明の範囲内で可能である。この可能性は、構
成の伝達のために、すなわち、データ通信接続を介しての伝達に必要な時間のために、デ
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ータ量の低減、従って送信時間の短縮が可能になるということを意味する。当然ながら、
メモリユニットを使用するこの実施形態は、以下の段落で記述するように、他のメモリ場
所と組み合わせることが可能である。
【００２１】
　従って、本発明による方法の場合、車両に特有の少なくとも１つのセンサパラメータを
、それぞれの特定のセンサパラメータが特に各車両に対する相関関係において保存される
データベースから選択することが可能である。これは、このようなデータベースがすべて
のまたは複数の可能なセンサパラメータを含み、その結果、特定のセンサパラメータを、
この複数のセンサパラメータから支持方式で選択できることを意味している。さらに、本
発明による方法の一部として、特定のセンサパラメータと車両との間のデータベースにお
ける対応する相関関係情報によって誤った相関関係を除外できるように、移動無線装置に
おいて、補助機能を構成することが可能である。また、当然ながら、２つ以上のセンサパ
ラメータを、特定のセンサパラメータとして、データベースに１つの群として保存でき、
それによって、以下に述べるように、このようなセンサパラメータの群を選択できる。こ
のようなデータベースは、特に移動無線装置に保存される。これによって、本発明による
方法の一部が、付加的に、かつ記述された方法のステップを遂行する前に、データベース
のデータベースサーバとの比較を実行できることを含むことができる。従って、移動無線
装置におけるデータベースが最新版を含むことが確保され、かつ、この方法で、データベ
ースにおける相関関係の繋がりが変化した場合にも、タイヤ圧力センサの引き渡し後に、
このタイヤ圧力センサを、それぞれの最新の特定のセンサパラメータの選択によって構成
できることが確保される。
【００２２】
　本発明による方法の場合、車両に特有の少なくとも２つのセンサパラメータが、車両の
選択を介して、特に車両のデータベースから共通に選択されるとさらに有利であり得る。
それに関して、各車両用の車両データベースにおいて、構成、特に完全な構成に必要なす
べてのセンサパラメータが、それぞれの車両群内に保存されることが理解できる。換言す
れば、センサパラメータ群の選択、従って車両群の選択は、構成されるべきすべてのセン
サパラメータが単一の選択ステップによって選択され、引き続いて１つのステップにおい
て活性化できるように行うことができる。これによっても、必要な時間に関する対策が短
縮され、それによって、かなりの経済的有利性がもたらされる。
【００２３】
　本発明による方法の場合、データ通信接続の作出と、少なくとも１つのセンサパラメー
タの選択と、選択された少なくとも１つのセンサパラメータの活性化との方法のステップ
が、タイヤ圧力センサを車輪のリムに装着した後に行われると同様に有利である。これに
よって、タイヤ圧力センサのプログラムの誤謬が高い可能性をもって避けられる。特に、
リム上のすべてのタイヤに対応するタイヤ圧力センサがすでに設けられ、かつそのタイヤ
リムが車両に装着された時に、構成を行うことができる。これは、特に、車両における制
御装置を介して前述の間接的な通信を用いることによって、快適さおよび安全性の顕著な
増大をもたらす。
【００２４】
　本発明による方法の場合、移動無線装置と、車両の異なる車輪の少なくとも２つのタイ
ヤ圧力センサとの間のデータ通信接続、特に、車両のすべての車輪のすべてのタイヤ圧力
センサとのデータ通信接続が、これらのタイヤ圧力センサの共通の構成に対して作出され
るとさらに有利である。これによって、２つ以上のタイヤ圧力センサが平行に構成される
ので、前述の時間に関する対策の短縮が可能になる。それによって、さらに、タイヤ圧力
センサ用の対応するプロトコルまたはパッケージのいわば複製を、すべてのタイヤ圧力セ
ンサに対して設けることが可能になり、その結果、対応する安全性も改善される。タイヤ
圧力センサを平行して選択するため、特にタイヤ圧力センサの符号化を実行できる。特に
この符号化の選択は、以下に述べるように自動化される。すべてのタイヤ圧力センサが、
その有効範囲内において、本発明による構成プロセスを受けるという可能性の下で、この
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方法のためのタイヤ圧力センサが、符号化の走査によって、特に、移動無線装置の走査装
置によって選択されると有利である。換言すれば、これは、データ通信接続の作出におけ
る特定のかつ意識的に実行された連結である。従って、移動無線装置は、カメラシステム
を備えた別の利用機能用として構成されることが多い。これによって、一般的にはバーコ
ードまたはいわゆるＱＲコードの形態のバーコードを認識できる。当然、いわゆるＮＦＣ
通信または他の近距離通信の形態の走査装置も符号化の走査によって可能になり、移動無
線装置とそれぞれのタイヤ圧力センサとの間の連結を簡単かつ急速に実施でき、それによ
って、本発明による方法を、急速かつ安全に、しかも容易に開始できる。
【００２５】
　以上の他に、移動無線装置上で実行するためのコンピュータプログラム製品であって、
機械読み取り可能な媒体上に保存されるコンピュータプログラム製品も本発明の主題事項
である。この主題事項は以下の各項を含む。すなわち、
－　処理ユニットに、移動無線装置とタイヤ圧力センサとの間のデータ通信接続の作出を
開始させる機械読み取り可能なプログラム手段と、
－　処理ユニットに、移動無線装置を介して、車両に特有の少なくとも１つのセンサパラ
メータの選択を開始させる機械読み取り可能なプログラム手段と、
－　処理ユニットに、タイヤ圧力センサにおける少なくとも１つの選択されたセンサパラ
メータの活性化を開始させる機械読み取り可能なプログラム手段と、
を含む。
【００２６】
　機械読み取り可能なプログラム手段は、本発明による方法のステップの構成用として意
図されることが望ましい。これによって、本発明によるコンピュータプログラム製品は、
本発明による方法に関する前述の利点と同じ利点を含む。
【００２７】
　さらに、データ通信接続体に接続され、本発明による方法を実行するように構成される
１つの移動無線装置と少なくとも１つのタイヤ圧力センサとからなるシステムが、本発明
の主題である。
【００２８】
　さらに、また、空気タイヤを備えた車両のタイヤに配置するように構成されるタイヤ圧
力制御ユニットを車両のタイプに対して調整する方法も本発明の主題である。
　このようなタイヤ圧力制御ユニットは、空気タイヤの内部に、空気タイヤそのものに、
車輪のリムに、あるいはバルブに配置できる。さらに、空気タイヤは、タイヤ圧力制御ユ
ニットをバルブに配置できる。タイヤ圧力制御ユニットは、タイヤ電子機器と呼称される
場合が多いが、空気タイヤ内部の空気圧力、いわゆるタイヤ圧力を決定するための装置、
および／または、タイヤ圧力の変化を決定するための装置を含む。タイヤ圧力制御ユニッ
トは、さらに、タイヤ圧力以外の他の状態変数を測定する１つ以上の装置、特に、タイヤ
圧力制御ユニットの温度を測定する温度センサ、および／または、タイヤの動きの状態を
決定できる１つまたは２つの加速度計を含むことができる。通常、ＡＳＩＣ、マイクロプ
ロセッサまたはマイクロコントローラを含む電気回路が、タイヤ圧力制御ユニットの制御
および集約された結果の処理のために用いられる。この電気回路のためのプログラムが、
この回路に付属しまたはこの回路の一部であるデジタルメモリの中に保存される。本発明
の主旨の範囲内で、タイヤ圧力制御ユニットと記述する装置はタイヤ圧力センサとも呼称
できる。換言すれば、タイヤ圧力センサは、タイヤ圧力制御ユニットとして、あるいは、
タイヤ圧力制御ユニットの少なくとも一部分として構成できる。
【００２９】
　タイヤ圧力制御ユニットは、「第１」周波数範囲内で作動する伝送器を装備している。
公知のタイヤ圧力制御ユニットは、３１５ＭＨｚ帯域または４３３ＭＨｚ帯域において作
動する伝送器を含む。この伝送器は、データを、タイヤ圧力制御ユニットからタイヤ圧力
制御ユニットの外部に組み込まれる受信器に伝送する。タイヤ圧力制御ユニット自体には
、別の受信器が想定され、それは、タイヤ圧力制御ユニットの外部に組み込まれる第２伝
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送器であって、第１周波数範囲とは異なる「第２」周波数範囲において作動する第２伝送
器からデータを受信するように構成される。タイヤ圧力制御ユニットが測定プロセスおよ
び／または伝送プロセスを実行するようにタイヤ圧力制御ユニットを起動するために、こ
のような第２伝送器を用いることが知られている。
【００３０】
　タイヤ圧力制御ユニットはさらにその電力供給用としての電源を含む。この電源は、長
寿命のバッテリとすることができる。この電源は、同様に、例えば、空気タイヤの変形、
振動または加速度に反応する圧電発電機であって、圧電効果から電圧を発生し、電気コン
デンサ（キャパシタ）を充電する圧電発電機とすることができる。そのコンデンサから、
少なくとも１回分の測定および伝送プロセス用の電力を繰り返して引き出すことが可能で
ある。このような圧電発電機が、例えば、ドイツ特許６０３１０２０４Ｔ２号明細書から
知られる。
【００３１】
　車両メーカは、タイヤ圧力制御ユニットがある特定の車両タイプに対してどのように作
動しなければならないかを決定することがさらに知られている。従って、１つの選択され
た車両タイプ用のタイヤ圧力制御ユニットは、車両メーカの仕様を実現するために、この
車両タイプに対して調整される。仕様は、車両メーカから車両メーカに変化し、また、一
車両メーカが提供する車両タイプの範囲内において変化し、かつ部分的には車両タイプか
ら車両タイプにも変化する。従って、異なる車両タイプ用として、複数の異なるタイヤ圧
力制御ユニットが、アフタサービス市場において利用可能であると共に利用可能でなけれ
ばならず、販売業者および整備工場に在庫されていなければならない。
【００３２】
　アフタサービス市場においては、汎用型であり、かつ個別にプログラム可能なタイヤ圧
力制御ユニットがすでに知られている。それは、車両整備工場、タイヤ整備工場または販
売業者において、それぞれの車両タイプに特有のソフトウェアによってプログラムしなけ
ればならない。これは時間が掛かる作業である。ソフトウェアをインタネットまたはサー
ビスＣＤからダウンロードしなければならず、このソフトウェアによって、タイヤ圧力制
御ユニットを完全に再プログラムしなければならないからである。ソフトウェアを構成す
るプログラムコードおよびデータの、タイヤ圧力制御ユニットのメモリ内への必要な伝送
は、通常、周波数１２５ｋＨｚのＬＦチャンネル（ＬＦは「低周波（ｌｏｗ　ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ）」を意味する）によって無線で行われる。このため、公知の「汎用型（ｕｎｉ
ｖｅｒｓａｌ）」タイヤ圧力制御ユニットは、米国特許第７，５１８，４９７Ｂ２号明細
書に記載されているように、１２５ｋＨｚ信号用の受信器を備えている。
【００３３】
　車両に汎用型のタイヤ圧力制御ユニットを装着しようと思う車両整備工場またはタイヤ
整備工場は、全ソフトウェアをタイヤ圧力制御ユニット内に伝送するために、インタネッ
トアクセスか、あるいは、プログラミングステーションを備えたコンピュータを必要とす
る。伝送されるべきプログラムコードおよびデータの大きさは、通常、数１０キロバイト
である。プログラミングは時間を要し、かつ敏感である。
【００３４】
　本発明の主題事項は、タイヤ圧力制御ユニットの使用を促進し、かつ安価にする目的に
基づいている。
　この目的は、以下に述べる方法によって実現される。
【００３５】
　本発明によれば、上記タイヤ圧力制御ユニットを、次のような方策によって、特定の車
両タイプに対して調整する。すなわち、タイヤ圧力制御ユニットにプログラムを装備する
ために、タイヤ圧力制御ユニットのメモリ内に、最初に、複数の異なる完全版のプログラ
ムをそれから展開し得る基本版のプログラムを保存するという方策である。この複数の異
なる完全版のプログラムは、異なる車両タイプに対して、例えば車両メーカが規定する異
なる技術的要件を満たさなければならない。この基本版のプログラムによって、タイヤ圧
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力制御ユニットが取引の対象になることができ、どの車両タイプに対してそのタイヤ圧力
制御ユニットを使用するべきかが確定されて初めて、この選択された車両タイプに対する
所定のプログラムパラメータが、タイヤ圧力制御ユニットのメモリに保存され、当初に保
存された基本版のプログラムが、選択された車両タイプに対して調整された完全版のプロ
グラムに変更されるのである。
【００３６】
　これは、以下のような基本的利点を有する。
　タイヤ圧力制御ユニットが使用されるべき選択された車両タイプに対する基本版のプロ
グラムの調整を、これまでに必要であったタイヤ圧力制御ユニットの完全なプログラム化
であって、選択された車両タイプに特有のソフトウェアによるプログラム化より遥かに簡
単に、かつ急速に実施できる。
【００３７】
　選択された車両タイプに対する基本版のプログラムの調整のために、メーカが、アフタ
サービス市場、およびこの調整を遂行するべき整備工場において複雑な装置を維持する必
要がない。デジタル指令信号をタイヤ圧力制御ユニットに無線または有線方式で伝送し得
る手持ちサイズの装置で十分である。
僅か数個のプログラムパラメータを伝送しなければならないだけであるので、指令信号が
短い。通常、その長さは１０～３０バイトである。
【００３８】
　選択された車両タイプに特有のプログラムパラメータの読み込みによる基本版のプログ
ラムの採用を速やかに実行できる。
　選択された車両タイプに特有のプログラムパラメータの読み込みによる基本版のプログ
ラムの調整を速やかに実行できる。
選択された車両タイプに特有のプログラムパラメータの読み込みによる基本版のプログラ
ムの調整は、誤謬または不具合に対して敏感でない。
【００３９】
　タイヤ圧力制御ユニットの最大市場は米国である。米国においては、新車に対してはタ
イヤ圧力制御ユニットが必要とされるからである。本発明による方法は、それを用いると
、本発明に従って変更し得る基本版のプログラムを備えたタイヤ圧力制御ユニットを、米
国市場で利用可能なそれぞれの車両タイプに特有のタイヤ圧力制御ユニットの約８０％に
代わるものとして使用できるという利点を有する。
【００４０】
　基本版のプログラムの調整用としてプログラムパラメータを書き込む指令信号は、例え
ばＴＥＣＨ４００ＳＤのような市販の機器によって伝送可能である。ＴＥＣＨ４００ＳＤ
は、タイヤ圧力制御システムの解析用としてすでに市販されており、デジタル指令信号を
１２５ｋＨｚの周波数で伝送できる。
【００４１】
　基本版のプログラムは、問題の車両タイプに対する複数の完全版のプログラムの米国特
許第７，５１８，４９５Ｂ２号明細書に記載されているメモリより小さいメモリ容量しか
必要としない。
【００４２】
　プログラムパラメータは、プログラムまたはサブプログラムの変数を調整できる所定の
値のことである。これによって、プログラムを調整もしくは柔軟化できるか、あるいは、
プログラムまたはソフトウェアのアーキテクチャを修正できる。
【００４３】
　プログラムパラメータは有線方式でタイヤ圧力制御ユニットのメモリに伝送できる。こ
れは、その回路に鋳造樹脂が注入されるタイヤ圧力制御ユニットの場合にも可能である。
例えば、電気接触針が鋳造樹脂を貫通して、鋳造樹脂の上、内部または下部の接点と接触
するからである。作業簡単化のため、鋳造樹脂の表面の貫通位置を標識できる。
【００４４】
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　プログラムパラメータは、タイヤ圧力制御ユニット内に設けられる受信器に無線で伝送
することが望ましい。この伝送は、特に「第２」周波数範囲の無線信号によって、タイヤ
圧力制御ユニットの第２受信器に対して行われる。従って、伝送器を備えた手持ちサイズ
の装置で十分であり、この伝送器は、第２周波数範囲において作動する請求項３の意味に
おける「第２」伝送器を対象とする。この第２センサは、選択されたタイヤ圧力制御ユニ
ット内に設けられる第２受信器に指令信号を伝送するが、この第２受信器は、付属するメ
モリおよびそれに設けられる回路と相互作用し、その回路の少なくとも一部分はデジタル
的に作動する。デジタルの指令信号をタイヤ圧力制御ユニットに無線方式で伝送できるこ
のような装置は当業者には公知である。一例として、米国、ミシガン州　４８３１４、ス
ターリングハイツ、フェニックスドライブ　４４２１３（４４２１３　Ｐｈｏｎｅｘ　Ｄ
ｒｉｖｅ，Ｓｔｅｒｌｉｎｇ　Ｈｅｉｇｈｔｓ，４４２１３　Ｍｉｃｈｉｇａｎ　４８３
１４，ＵＳＡ）におけるバルテック　ＵＳＡ　ＬＬＣ（Ｂａｒｔｅｃ　ＵＳＡ　ＬＬＣ）
社の「ＴＰＭＳ診断およびプログラミングツールＴＥＣＨ４００ＳＤ（ＴＰＭＳ　Ｄｉａ
ｇｎｏｓｔｉｃ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ　Ｔｏｏｌ　ＴＥＣＨ４００ＳＤ）」
がある。
【００４５】
　プログラムパラメータを含む指令信号を伝送するべき第２伝送器は、従って、第１伝送
器より低い周波数、特に５０ｋＨｚ～３００ｋＨｚの周波数範囲、好ましくは１２５ｋＨ
ｚで好適に作動するが、それは、このＬＦ信号の有効範囲が、車両の外側に設けられる受
信器に伝送される信号の有効範囲、すなわち３１５ＭＨｚ～４３３ＭＨｚの周波数範囲よ
り短いからである。プログラムパラメータ伝送用の手持ちサイズの装置は、プログラムパ
ラメータ伝送用のタイヤ圧力制御ユニットに容易に近接できるので、制限された有効範囲
は決して不利でない。有効範囲が小さいと、プログラムパラメータが実際上最も近いタイ
ヤ圧力制御ユニットのみによって有効に受信されかつ保存されるという利点が生じる。
【００４６】
　特許によるタイヤ圧力制御ユニットの製造においては、どの車両タイプが用いられよう
としているかが既知ではないので、基本版のプログラムにおいては、プログラムパラメー
タをその暫定値においてのみ保存することが望ましい。この暫定保存値は原則としてラン
ダムに選択できる。それは、特定の車両タイプに対してタイヤ圧力の監視を可能にする必
要はない。しかし、工場出荷時のタイヤ圧力制御ユニット内に、複数の可能な車両タイプ
の少なくとも１つに対してタイヤ圧力の監視を可能にするプログラムパラメータのそのよ
うな値が暫定的に保存されることが望ましい。また、よく使用される車両タイプを選択す
ることが望ましい。タイヤ圧力制御ユニットが同じプログラムパラメータで作動できる複
数の車両タイプが存在する場合は、これらのプログラムパラメータを、工場出荷時に暫定
的なプログラムパラメータとして保存できる。
【００４７】
　アフタサービス市場の販売業者の場合、あるいは車両整備工場またはタイヤ整備工場に
おいては、基本版のプログラムに暫定保存されたプログラムデータを修正して、そのタイ
ヤ圧力制御ユニットを特定の車両タイプに対して調整する。このため、暫定保存されたプ
ログラムパラメータに、暫定伝送されるプログラムパラメータであって選択された車両タ
イプに対して決定されたプログラムパラメータを上書きする。この点に関して、基本版の
プログラムに保存されたプログラムパラメータを、後から伝送されるプログラムパラメー
タであって選択された車両タイプに対して決定されたプログラムパラメータが保存される
前に、最初に他のメモリにコピーすることができる。当初に保存されたプログラムパラメ
ータをこのようにバックアップすることによって、タイヤ圧力制御ユニットを必要に応じ
て当初の状態にリセットできる。
【００４８】
　車両タイプから車両タイプに変化することができ、従って、本発明によればタイヤ圧力
制御ユニットにおける基本版のプログラムに保存され、続いて修正することができるプロ
グラムパラメータとして、特に以下のパラメータが可能である。すなわち、
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　電力供給の不足に関する警報限界値。タイヤ圧力制御ユニットの適正な機能のためには
十分な電力供給が必須である。従って、タイヤ圧力制御ユニット用として設けられるバッ
テリの電圧および／または充電状態が所定の限界値未満に低下した場合、あるいは、圧電
発電機による駆動の間に繰り返して充電されるべきコンデンサ（キャパシタ）の充電レベ
ルが限界値未満に低下した場合、あるいは、電力供給の不足のために、伝送プロセスを遂
行できないかまたは所定の時点に遂行できないかまたは不完全にしか遂行できない場合に
は、運転者が対策を講じ得るように、かつ、運転者が、タイヤ圧力制御ユニットが正常に
機能していると信じてしまうことのないように、運転者への報告が重要である。
【００４９】
　タイヤ圧力制御ユニットから伝送されるべきデータ電信の構成を決定するプログラムパ
ラメータ。車両メーカに応じて、このようなデータ電信は、例えば、圧力、圧力差、温度
、バッテリの充電状態、車輪の作動状態、タイヤ圧力制御ユニットを個別化する認証、デ
ータ電信を開始するプリアンブルの形態、および、伝送されるべきデータがその電信の中
に含まれる時間的順序からなる群から選択される種々の内容を含む。従って、車両メーカ
は、例えば、第１位置においては、プリアンブルに引き続いて圧力信号を、第２位置にお
いては圧力差信号を、第３位置においては温度値を、第４位置においては認証を、第５位
置においてはバッテリの充電状態を、第６位置においては車輪が停止しているかまたは回
転しているかに関する情報を用いることを規定できる。これは、対応する車両タイプに特
有のプログラムパラメータによって決定できる。
【００５０】
　「第１」伝送器の伝送速度を決定するプログラムパラメータ。第１伝送器はタイヤ圧力
制御ユニット内にある伝送器である。通常「ボー（ｂａｕｄ）」の単位で与えられる伝送
器および受信器の伝送速度は合致しなければならず、かつ車両における受信器は予め決め
られているので、タイヤ圧力制御ユニットにおける伝送器の伝送速度は、外部受信器の設
計伝送速度に対して調整しなければならない。この調整は、対応するプログラムパラメー
タによって決定できる。
【００５１】
　タイヤ圧力制御ユニットにおけるセンサの変調方式を決定するプログラムパラメータ。
また、伝送器の変調方式、すなわち周波数変調または振幅変調を、特定の変調方式に対し
て設計されかつプログラムパラメータによって決定できる車両内の利用可能な受信器に揃
えなければならない。
【００５２】
　測定プロセス間の時間間隔および伝送プロセス間の時間間隔を決定するプログラムパラ
メータ。このような時間間隔は、通常車両メーカによって規定され、場合によっては車両
内部の受信器装置の機能に対して調整されるべきである。この時間間隔は、固定すること
ができるか、あるいは、測定圧力、圧力損失または車両速度によって変えることができる
。従って、圧力測定プロセスおよび伝送プロセスの頻度を車両速度の増大と共に増加させ
ることが知られているが、この場合、伝送プロセスは、圧力測定プロセスと同じほど頻繁
に実施する必要は必ずしもない。さらに、所定のタイヤ圧力低下速度を超えた場合、実際
に重大な圧力低下が生じているのか、または単に測定が正しくないのかを明確にするため
、圧力測定率および伝送率を高めることが知られている。所定の圧力増大速度を超えた場
合にも、同様の方策を設けることができる。どのような状況の下で、または何時それを実
施するかは、プログラムにおいてプログラムパラメータによって決定できる。
【００５３】
　タイヤ圧力制御ユニットによって伝送されるべきデータ電信の符号化のタイプを決定す
るプログラムパラメータ。タイヤ圧力制御ユニットは、通常、マンチェスター（Ｍａｎｃ
ｈｅｓｔｅｒ）コード化を用いる。これについては、適切なタイプを対応するプログラム
パラメータの伝送によって決定できる利用可能な異なるタイプが存在する。
【００５４】
　タイヤ圧力制御ユニットがどのような状態を取ることができるか、これらの状態間にお
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いてどのような移行が可能になるか、および、どのような条件の下でその移行が行われる
かを決定するプログラムパラメータ。このような状態は例えば次のような状態とすること
ができる。
【００５５】
　車両が所定の時間範囲より長く休止する休止状態。この時間範囲はプログラムパラメー
タによって決定できる。また、その休止状態において圧力測定するか否か、もし行う場合
はどのような時間間隔で行うか、そして伝送プロセスを行うべきか否か、もし行う場合は
どのような時間間隔で行うべきかを決定できる。
【００５６】
　別の状態は車両が走行している正常状態である。この状態に関しては、例えば、タイヤ
圧力制御ユニットにおける加速度センサによって測定できるどのような車輪の回転速度か
ら、休止状態から正常な走行状態への移行が生じるかを決定できる。この場合、どのよう
な時間間隔において通常の圧力および温度測定を行うか（例えば３秒間隔で）、および、
どのような時間間隔で伝送プロセスを行うべきか（例えば６０秒間隔で）を決定できる。
【００５７】
　第３の状態は急速伝送モードとすることができる。この場合、タイヤ圧力制御ユニット
は、タイヤ圧力が下限限界値未満に低下した場合、および、圧力損失速度が上限限界値を
超えた場合に変換される。この急速伝送モードに関しては、このモードにおいてどの程度
の頻度で測定プロセスおよび伝送プロセスが行われるか（例えば１秒間隔で）を、プログ
ラムパラメータによって決定できる。
【００５８】
　タイヤ圧力制御ユニットにおける伝送器が伝送するべき周波数を決定するプログラムパ
ラメータ。タイヤ圧力制御ユニットは、例えば、任意選択的に、ドイツにおいて標準の４
３３ＭＨｚの周波数範囲、あるいは、米国において標準の３１５ＭＨｚの周波数範囲にお
いて伝送するように構成できる。この選択は、対応するプログラムパラメータの入力によ
って行うことができる。
【００５９】
　タイヤ圧力制御ユニットは、通常、個別の認証を有することができる。この個別の認証
は、伝送されたデータ電信が車両のどの車輪から生じているかを決定するために、タイヤ
圧力制御ユニットが、車両における受信器にデータ電信の一部として伝送しているもので
ある。本発明の有利な一実施形態においては、タイヤ圧力制御ユニットの基本版のプログ
ラムにすでに保存されている認証を引き続いて修正できる。これによって、車両の所定の
車輪位置において、タイヤ圧力制御ユニットが、先行のタイヤ圧力制御ユニットが故障し
ているという理由からであれ、または、例えば夏タイヤを冬タイヤに交換したという理由
からであれ、他のタイヤ圧力制御ユニットと交換される場合には、先行のタイヤ圧力制御
ユニットの認証を要求し、この認証を、同じ車輪位置において先行のタイヤ圧力制御ユニ
ットの位置で交換するべき新しいタイヤ圧力制御ユニットに伝送することが可能になる。
これは、かかる交換の場合に、車両における中心装置が、新しい認証を学習することを必
要としないが、交換後には、タイヤ圧力制御ユニットが完全に機能するという利点をもた
らす。交換されるべきタイヤ圧力制御ユニットの認証の要求および表示は、例えばＴＥＣ
Ｈ４００ＳＤの装置によって行うことができる。
【００６０】
　特定の車両タイプに対して決定されるプログラムパラメータの伝送用として、デジタル
の指令信号を伝送し、かつＬＦコードによって作動する無線作動の伝送装置を用いること
が望ましい。このＬＦコードは、タイヤ圧力制御ユニット内のデジタル回路を解釈できる
ものである。適切な伝送装置は、例えば上記のＴＥＣＨ４００ＳＤである。この伝送装置
には、対象になる種々の車両タイプ用として、例えば、メニュー、好ましくはある個数の
車両タイプに対して必要なプログラムパラメータを含むプルダウンメニューを、タイプの
記号を入力することによって対応するプログラムパラメータを呼び出しできるように、イ
ンストールできる。このメニューは、伝送装置のメーカによってプレインストールできる
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か、あるいは、インタネットから伝送装置にダウンロードできるか、あるいは、ＣＤ－Ｒ
ＯＭまたは他のデータ担体または媒体から、伝送装置のメーカまたは本発明によるタイヤ
圧力制御ユニットのメーカが供給し得る伝送装置の中に読み込むことができる。装置ＴＥ
ＣＨ４００ＳＤは、例えばソフトウェアの更新を可能にするために、メモリカード（ＳＤ
カード）を挿入できるスロットを含む。この方法で、上記のプルダウンメニューを読み込
むことができる。必要なプログラムパラメータの伝送を遂行するために、引き続いて、車
両タイプの入力によって指定できる適切な１組のプログラムパラメータのみを呼び出して
、タイヤ圧力制御ユニットのメモリの中への伝送を開始しなければならない。この伝送は
数秒間で完了する。その後、伝送されたプログラムパラメータを、さらなる変更が生じな
いように、特に随意に生成される指令信号によって保存できる。
【００６１】
　ＴＥＣＨ４００ＳＤのような伝送装置の代わりに、プログラムパラメータを、携帯電話
、特にスマートホンによって伝送できるが、この場合は、それらは、データを無線信号に
よって第２周波数範囲において伝送できるインタフェースを有するように構成される。
【００６２】
　選択された車両タイプに属する１組のプログラムパラメータを選択するためのメニュー
と、選択された１組のプログラムパラメータが伝送されるべき上記の１つまたは複数のタ
イヤ圧力制御ユニットとを含むこのような伝送装置からなるシステムも、本発明の範囲内
において可能である。
【００６３】
　プログラムパラメータは、タイヤ圧力制御ユニットのメモリの中に配線接続方式で伝送
できる。その回路に鋳造樹脂が注入されるタイヤ圧力制御ユニットの場合は、この目的の
ために、鋳造樹脂を、その表面の特に標識された位置において、標識された位置の下部に
位置する接続接点に当接する電子接触針が貫通する。
【００６４】
　プログラムパラメータを、それぞれのタイヤ圧力制御ユニットにおける第２受信器に無
線で伝送することがさらに望ましいが、この第２受信器は、そのタイヤ圧力制御ユニット
の外部の伝送器であって第２周波数範囲において作動する伝送器からデータを受け取るよ
うに構成される。この場合、伝送装置は、第２周波数範囲において伝送する第２伝送器を
含む。
【００６５】
　この伝送装置は、必ずしもＴＥＣＨ４００ＳＤのような特定の装置である必要はない。
伝送装置を携帯電話、特にスマートホンにすることができる点が本発明の利点である。デ
ータ出力用のインタフェースを備えた携帯電話は公知である。従って、本発明によるシス
テムにおいては、伝送されるプログラムデータが属するデータを出力するためのインタフ
ェースを備えているという利点を有する携帯電話を使用する。無線伝送の目的のため、別
個のモジュールとして構成でき、かつ携帯電話のインタフェースに接続できるアセンブリ
ユニットが設けられる。このモジュールは、携帯電話およびそのモジュールを１つのユニ
ットとして使用できるように、携帯電話と剛性接続、例えばプラグ接続できることが望ま
しい。この構成要素ユニットは、第２周波数範囲において作動する伝送器と、制御ユニッ
トとを含み、その制御ユニットは、インタフェースを介して伝送されるプログラムパラメ
ータを受け取り、それによって、その構成要素ユニットの伝送器を、プログラムパラメー
タをタイヤ圧力制御ユニットにおける第２受信器に伝送するように制御する。この構成要
素ユニットに設けられる伝送器の伝送周波数は、タイヤ圧力制御ユニットに設けられる第
２受信器が特に１２５ｋＨｚにおいて受信できる周波数範囲に合致させる。
【００６６】
　一般的に、タイヤ圧力制御ユニット内においては、タイヤ圧力測定ユニットと共に、伝
送器が、集積回路内に、例えば、特定用途向け集積回路（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ：ＡＳＩＣ）、マイクロコントロ
ーラまたはマイクロプロセッサ内に組み込まれる。集積回路は、別のセンサ、例えば加速
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度センサおよび／または温度センサを含むことができる。集積回路は、さらに、得られた
測定値の評価または予備評価の機能、および、タイヤ圧力制御ユニットの制御の機能をも
引き受けることができる。
【００６７】
　公知のタイヤ圧力制御ユニットにおいては、メモリは、市場に流通しているすべてのタ
イヤ圧力制御システム用の基本ソフトウェアを受け取る程十分には大きくない。従って、
本発明の有利な一実施形態においては、タイヤ圧力制御ユニットにおいて、集積回路の外
部に、追加メモリ、特にＥＰＲＯＭを設けることが想定されている。一方ではメモリを含
む集積回路と、他方では追加のメモリとの間に配線接続が構成され、それによって、一方
では集積回路およびそのメモリと、他方では追加メモリとの間の通信が可能になる。この
ため、基本ソフトウェアを、それぞれ部分的に、集積回路のメモリと、追加メモリとに保
存できる。追加回路のサイズは、それが、集積回路内において利用可能なメモリのみによ
って可能になるより多数のタイヤ圧力制御システムを満たす基本ソフトウェアを受け取り
得るように決定できる。追加メモリは、市場に流通しているすべてのまたはほとんどすべ
てのタイヤ圧力制御システム用として十分な基本ソフトウェアを受け取り得るように、そ
のサイズを定めることが望ましい。
【００６８】
　集積回路内に設けられるメモリと追加メモリとの間の通信は、暗号化して行うことが望
ましい。それによって、集積回路と追加メモリとの間の配線接続を介して、データが吸収
され、タイヤ圧力制御ユニットの未知の企業ソフトウェアが分析され得る可能性が避けら
れる。
【００６９】
　本発明の別の主題事項は、車両タイプに対するタイヤ圧力制御ユニットの調整方法であ
る。この方法において、タイヤ圧力制御ユニットは、空気タイヤを装備した車両の車輪に
装着するように構成されると共に、空気タイヤ内に存在する空気圧力（タイヤ圧力）また
はタイヤ圧力の変化の測定ユニットと、さらにタイヤ圧力以外の他の測定値測定用の１つ
以上の測定ユニットと、少なくともその一部はデジタル作動する電気回路であって、タイ
ヤ圧力制御ユニットを制御しかつ場合によっては測定ユニットから供給される測定値を処
理する電気回路と、回路用のプログラムが保存されるメモリと、タイヤ圧力制御ユニット
の電力供給用の電源と、第１周波数範囲において作動する第１伝送器であって、データを
、タイヤ圧力制御ユニットからタイヤ圧力制御ユニットの外部に位置する第１受信器に伝
送する第１伝送器とを有する。この方法において、本発明による方法は、メモリに、最初
に、基本版のプログラムであって、複数の車両タイプ用の複数の異なる版のプログラムを
それから展開し得る基本版のプログラムを保存すること、および、選択された車両タイプ
用として決定されたプログラムパラメータを後からタイヤ圧力制御ユニットのメモリに保
存することによって、選択された車両タイプ用として、適切な完全版を生成すること、を
特徴とする。
【００７０】
　本発明による方法は、タイヤ圧力制御ユニットが、プログラムパラメータを配線接続で
メモリに伝送する入力を有することによって改善できる。
　本発明による方法は、タイヤ圧力制御ユニット内に、タイヤ圧力制御ユニットの外部の
第２伝送器であって第２周波数範囲において作動する第２伝送器からデータを受信するよ
うに構成される第２受信器を想定することによって、および、プログラムパラメータを、
無線信号によってかつ第２周波数範囲において第２受信器に伝送することによって、さら
に改善できる。
【００７１】
　本発明による方法は、第１伝送器より低い周波数において作動する第２伝送器を用いる
ことによって、さらに改善できる。
　本発明による方法は、５０～３００ｋＨｚの範囲の周波数、好ましくは１２５ｋＨｚで
作動する第２伝送器を用いることによって、さらに改善できる。
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【００７２】
　本発明による方法は、プログラムパラメータを、無線信号が第２周波数範囲において伝
送されるインタフェースを含むように構成される携帯電話によって、特にスマートホンに
よって、タイヤ圧力制御ユニットのメモリに伝送することによって、さらに改善できる。
【００７３】
　本発明による方法は、プログラムパラメータが暫定値で保存される基本版のプログラム
を使用することによって、さらに改善できる。
　本発明による方法は、プログラムパラメータの暫定保存値を、少なくとも１つの車両タ
イプ用のタイヤ圧力の監視を可能にするように選択することによって、さらに改善できる
。
【００７４】
　本発明による方法は、メモリに保存される基本版のプログラムにおける暫定保存された
プログラムパラメータに、選択された車両タイプ用として後から伝送される特定のプログ
ラムパラメータを上書きすることによって、さらに改善できる。
【００７５】
　本発明による方法は、基本版のプログラムに保存されたプログラムパラメータを、選択
された車両タイプ用として決定されたプログラムパラメータであって後から伝送されるプ
ログラムパラメータを保存する前に、他のメモリ位置にコピーして、それによってその安
全を図ることによって、さらに改善できる。
【００７６】
　本発明による方法は、以下のプログラムパラメータ群から、１つ以上のプログラムパラ
メータをタイヤ圧力制御ユニットのメモリに保存することによって、さらに改善できる。
このプログラムパラメータ群は、すなわち、
電力供給の不足に関する警報限界値；
タイヤ圧力制御ユニットへ伝送されるべきデータ電信の構成を決定するプログラムパラメ
ータ；
第１伝送器の伝送速度を決定するプログラムパラメータ；
第１伝送器の変調方式を決定するプログラムパラメータ；
測定プロセス間の時間間隔および伝送プロセス間の時間間隔を、圧力に応じておよび／ま
たは速度に応じて決定するプログラムパラメータ；
タイヤ圧力制御ユニットによって伝送されるべきデータ電信の符号化のタイプを決定する
プログラムパラメータ；
タイヤ圧力制御ユニットがどのような状態を取ることができるか、これらの状態間におい
てどのような移行が可能になるか、および、どのような条件の下でその移行が行われるか
を決定するプログラムパラメータ；
第１伝送器が伝送する周波数を決定するプログラムパラメータ；
からなる群である。
【００７７】
　本発明による方法は、測定プロセスの間および／または伝送プロセスの間の時間間隔を
、タイヤ圧力に応じて、および／または、タイヤ圧力の減少速度に応じて、および／また
は車両速度に応じて決定するプログラムパラメータを保存することによって、さらに改善
できる。
【００７８】
　本発明による方法は、プログラムパラメータとして、第１タイヤ圧力制御ユニットのメ
モリ内の認証を、その第１タイヤ圧力制御ユニットを個別化する基本版のプログラムに保
存すること、および、その認証に、車両の同じままの車輪位置において第１タイヤ圧力制
御ユニットによって置き換えられるタイヤ圧力制御ユニットの認証を後から上書きするこ
とによって、さらに改善できる。
【００７９】
　本発明による方法は、伝送されるプログラムパラメータを変化しないように保存するこ
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とによって、さらに改善できる。
　本発明のさらに別の実施形態は、１つ以上のタイヤ圧力制御ユニットと、１つのデジタ
ル作動する伝送器とから構成されるシステムである。この１つ以上のタイヤ圧力制御ユニ
ットは、空気タイヤを装備した車両の車輪に装着するように構成されると共に、空気タイ
ヤ内に存在する空気圧力（タイヤ圧力）またはタイヤ圧力の変化の測定ユニットと、場合
によってはさらにタイヤ圧力以外の他の測定値測定用の１つ以上の測定ユニットと、少な
くともその一部はデジタル作動する電気または電子回路であって、タイヤ圧力制御ユニッ
トを制御しかつ場合によっては測定ユニットから供給される測定値を処理する電気または
電子回路と、回路用のプログラムが保存されるメモリと、タイヤ圧力制御ユニットの電力
供給用の電源と、第１周波数範囲において作動する第１センサであって、データを、タイ
ヤ圧力制御ユニットからタイヤ圧力制御ユニットの外部に位置する第１受信器に伝送する
第１センサとを有する。また、このデジタル作動する伝送器においては、選択可能な車両
タイプに対応する複数のアドレスの中から、それぞれ１組のプログラムパラメータであっ
て、選択された車両タイプに特有のそのような１組を選択した後にタイヤ圧力制御ユニッ
トのメモリ内に伝送されるように決定される１組のプログラムパラメータが保存されるが
、それは、選択されたプログラムパラメータを、タイヤ圧力制御ユニットの中にすでに保
存されている基本版のプログラムに導入することによって、これを、選択された車両タイ
プに適合する完全版のプログラムに変換するためであり、それによって、タイヤ圧力制御
ユニットが、まさにこの選択された車両タイプにおける車輪のタイヤ圧力を制御し得るの
である。
【００８０】
　本発明によるシステムは、このシステムにおいて、伝送装置におけるプログラムパラメ
ータの組がプルダウンメニューの形で利用可能であることによって、さらに改善できる。
　本発明によるシステムは、第２周波数範囲において作動する第２伝送器であって、タイ
ヤ圧力制御ユニットの外側に込まれる第２伝送器からデータを受信するように構成される
第２受信器が、タイヤ圧力制御ユニットの中に存在すること、および、伝送装置が、第２
周波数範囲において伝送する第２伝送器を有することによって、さらに改善できる。
【００８１】
　本発明によるシステムは、伝送装置が、携帯電話、特にスマートホンであることによっ
て、さらに改善できる。
　本発明によるシステムは、携帯電話が、伝送されるべきプログラムパラメータが属する
データを出力するためのインタフェースを有すること、および、このインタフェースに、
システムの構成要素であるアセンブリユニットであって、第２周波数範囲において作動す
る伝送器と、制御回路とを含むアセンブリユニットを接続でき、この制御回路は、インタ
フェースを介して出力されるプログラムパラメータを受信し、伝送器がそのプログラムパ
ラメータを第２受信器に伝送するように伝送器を制御することによって、さらに改善でき
る。
【００８２】
　本発明によるシステムは、タイヤ圧力制御ユニットの第１メモリが、タイヤ圧力の測定
ユニットと共に、１つの集積回路の中に組み込まれること、タイヤ圧力制御ユニット内に
、さらに追加の別個のメモリが設けられ、その場合、第１メモリおよび追加メモリは、合
わせてタイヤ圧力制御ユニットのメモリを形成すること、集積回路内の第１メモリと追加
メモリとの間には、第１メモリと追加メモリとの間の通信を可能にする配線接続が設けら
れること、および、基本版のプログラムが、その一部は、集積回路の第１メモリに保存さ
れ、一部は追加メモリに保存されることによって、さらに改善できる。
【００８３】
　本発明によるシステムは、追加メモリがＥＰＲＯＭであることによって、さらに改善で
きる。
　本発明による方法は、それを以上の段落に記載のシステムにおいて実行し、その場合、
集積回路内の第１伝送器と追加メモリとの間の通信が接続されて確立されることによって
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、さらに改善できる。
【００８４】
　本発明のさらなる特徴、利点および詳細は、本発明の実施形態が図面を参照して詳細に
説明される以下の記述から明らかになる。この場合、請求項および明細書において言及さ
れる特徴は、それぞれ、それ自体単独でも、任意の組み合わせにおいても、本発明にとっ
て必須であり得る。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】車両における本発明による方法の一実施形態を示す模式図。
【図２】車両における本発明による方法の一実施形態を示す模式図。
【図３】選択ステップの一事例を示す説明図。
【図４】選択ステップの別の事例を示す説明図。
【図５】選択ステップのさらに別の事例を示す説明図。
【図６】本発明による方法のためのタイヤ圧力センサの一実施形態を示す説明図。
【図７】本発明によるシステムを示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００８６】
　図１は、全部で４個の車輪１２０を備えた車両１００の模式図である。この場合、２つ
の車輪１２０を右側から認めることができる。車両１００は、制御装置１１０を有するよ
うに構成され、制御装置１１０は、データ通信接続２０を介しての、車輪１２０のタイヤ
圧力センサ１０とのデータ通信用として構成される。本発明による方法を遂行するため、
制御装置１１０に対するデータ通信接続２０は、移動無線装置３０を用いて、ここでは携
帯電話を用いて、対応する無線インタフェース３４を介して構築される。これによって、
移動無線装置３０と、特に同時にすべてのタイヤ圧力センサ１０との間の間接的なデータ
通信接続２０が設けられることになる。引き続いて、この車両１００に特有のセンサパラ
メータまたは対応するセンサパラメータ群を選択し、このタイヤ圧力センサ用として活性
化することによって、方法を実行する。活性化は、特に、移動無線装置３０のメモリから
データ通信接続２０を介するタイヤ圧力センサ１０への伝送によって行われる。代わりの
方式として、タグを設定する形態の活性化が、タイヤ圧力センサ１０のメモリ装置の内部
において可能である。
【００８７】
　図２は、図１の方法の別の実施形態を示す。車両１００の内部の制御装置１１０は省略
できる。その代わりに、移動無線装置３０と、１つまたはすべてのタイヤ圧力センサ１０
との間に、好ましくは同様に平行方式で、それぞれのデータ通信接続２０を直接通信にお
いて構築できる。別の方法のステップは図１に関して述べたとおりである。
【００８８】
　図３は、ここではタブレットＰＣまたは携帯電話の形の移動無線装置３０において、選
択のステップをどのように実施できるかを示す一事例である。すなわち、特にタッチパネ
ル機能を備えた移動無線装置３０の表示装置３６に、複数の可能なセンサパラメータを含
むデータベース４２が示されている。この場合、第１センサパラメータＡ用として２つの
異なる値Ａ１およびＡ２が示されている。これらを選択し、続いて、データ通信接続２０
を介してそれぞれのタイヤ圧力センサ１０に割り当てることができる。移動無線装置３０
の実施形態は、無線インタフェース３４の他に、カメラの形の走査装置３２を追加的に含
む。走査装置３２は、例えば図６に示すように、符号化１１を認識できる状態にある。こ
れによって、データ通信装置２０に関する連結が簡単かつ急速に可能になる。
【００８９】
　図４は、選択ステップの別の実施形態を模式的に示す。ここでは、車両のデータベース
４４が移動無線装置３０の表示装置３６に示されている。この場合、複数の異なる車両タ
イプＦ１～Ｆ４に対して、それぞれ、センサパラメータに対する対応する直接の値Ａ１、
Ｂ１、Ａ２およびＢ２を含む個々のセンサパラメータの群が示されている。使用者は、構
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成のこの選択のステップを急速かつ確実に遂行するために、それぞれの車両タイプＦ１～
Ｆ４の情報を用いて、選択ステップ用としてセンサパラメータの群を選択しなければなら
ないだけである。
【００９０】
　図５は、センサパラメータＡ～Ｅを　自由に構成する実施形態であって、この場合、値
を自由に入力するための入力場を備えた実施形態を示す。図３～５の３個の実施形態は、
当然、個別に、あるいは相互に組み合わせて用いることも可能である。
【００９１】
　本発明による方法は、例えば図６に示すように、特にタイヤ圧力センサ１０用として実
施できる。この場合、バルブ１９を有する組み合わせがすでに実施されている。このタイ
ヤ圧力センサ１０は、一方ではタイヤ圧力を認識するためのセンサ要素１８を含み、さら
に、メモリユニット１２とデータ通信接続している処理ユニット１４が設けられる。無線
インタフェース１６を用いてデータ通信接続２０を作出できる。すでに予備選択された、
または予備選択可能なセンサパラメータをメモリユニット１２内に保存できる。また、特
定のセンサパラメータの活性化用としてデータ通信接続２０を介して伝送した後に、この
メモリユニット１２内の保存内容が、この活性化を表す、または少なくとも部分的に表す
ことも可能である。
【００９２】
　実施形態に関する以上の説明は、本発明を事例の枠内においてのみ示す。当然ながら、
実施形態の単一の特徴は、技術的に有意である限り、本発明の範囲から離れることなく相
互に自由に組み合わせることができる。
【００９３】
　図７によるシステムは、集積回路２を備えた少なくとも１つのタイヤ圧力制御ユニット
１０を含む。この集積回路２においては、特に、タイヤ圧力測定用の圧力センサ３と、制
御および評価回路４と、第１メモリ５とが構成されている。集積回路２の他に、タイヤ圧
力制御ユニット１には、例えばＥＰＲＯＭの追加のメモリ６が設けられる。この追加メモ
リ６は、集積回路２に対して配線７により接続されている。集積回路２と追加メモリ６と
の間のデータ連絡は暗号化して行われる。
【００９４】
　集積回路２は、例えば、タイヤ圧力制御システム用として想定される４３３ＭＨｚの周
波数で伝送する第１伝送器８を制御する。この伝送器は、データ、特にタイヤ圧力および
それから誘導される量と、認証と、場合によっては、集積回路２が供給するさらに別のデ
ータとを、無線を介して、タイヤ圧力制御ユニット１の外側に設けられる受信器９に伝送
する。この受信器９は、車両内の適切な位置、あるいは、車輪が装着される車両の下部側
であって、タイヤ圧力制御ユニット１を具備するように構成される車両の下部側に組み込
まれる。タイヤ圧力制御ユニット１内には第２受信器２１０が設けられる。この第２受信
器２１０は、第１伝送器８の伝送周波数とは異なる周波数、特に第１伝送器８の周波数よ
り低い周波数で受信する。第２受信器は１２５ｋＨｚの周波数に調整することが特に望ま
しい。バッテリ２１１が、タイヤ圧力制御ユニット１の部品が作動するための必要エネル
ギーを供給する。
【００９５】
　タイヤ圧力制御ユニット１のメモリ５、６には、工場出荷時において、基本ソフトウェ
アが組み込まれている。この基本ソフトウェアは、約２０～３０バイトの大きさの若干個
数のプログラムパラメータを伝送することによって、あるいは、所定のプログラムパラメ
ータを上書きすることによって、選択された車両タイプ用のタイヤ圧力制御ユニット１の
ための完全版の操作ソフトウェアに完結できるか、または、それに変えることができる。
これら若干個数のプログラムパラメータをタイヤ圧力制御ユニット１に伝送するために、
例えば、スマートホン２１２が用いられる。このスマートホン２１２は、デジタルデータ
を出力し得る配線接続のインタフェース１３を含む。このインタフェースに、第２伝送器
１５を含むモジュール２１４をドッキングさせることができる。この第２伝送器１５の伝
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送周波数は、タイヤ圧力制御ユニット１内に設けられる第２受信器２１０の周波数に調整
される。さらに、モジュール２１４には、インタフェース１３を介してデータを受け取る
制御回路２１６、例えばマイクロコントローラが設けられる。インタフェース１３は、そ
の制御回路２１６によって制御される第２伝送器１５によって、タイヤ圧力制御ユニット
１にデータを伝送する。このデータは、プログラムパラメータを含むが、このプログラム
パラメータは、ソフトウェアによってスマートホン２１２の表示装置１７上に表現される
キーボード２１８によって選択できると共に、メモリから呼び出しまたは入力できる。こ
れによって、タイヤ圧力制御ユニット１にすでに保存されている基本ソフトウェアを、所
望の車両タイプ用として想定されるタイヤ圧力制御ユニット１のための完全版の操作ソフ
トウェアに完結させることができる。
【００９６】
　スマートホン２１２は、さらに、タイヤ圧力制御ユニット１に、データ、例えば現在の
タイヤ圧力を問い合わせるためにも使用できる。
【符号の説明】
【００９７】
　１　タイヤ圧力制御ユニット
　２　集積回路
　３　圧力センサ
　４　制御評価回路
　５　第１メモリ
　６　追加メモリ
　７　配線接続
　８　第１伝送器
　９　第１受信器
　２１０　第２受信器
　２１１　バッテリ、電源
　２１２　スマートホン、携帯電話
　１３　配線接続のインタフェース
　２１４　モジュール、アセンブリユニット
　１５　第２伝送器
　２１６　制御回路
　１７　表示装置
　２１８　キーボード
　１０　タイヤ圧力センサ
　１１　符号化
　１２　メモリユニット
　１４　処理ユニット
　１６　無線インタフェース
　１８　センサ要素
　１９　バルブ
　２０　データ通信接続
　３０　移動無線装置
　３２　走査装置
　３４　無線インタフェース
　３６　表示装置
　４０　センサパラメータ
　４２　データベース
　４４　車両データベース
　１００　車両
　１１０　制御装置
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　１２０　車輪
　Ａ　第１センサパラメータ
　Ａｎ　第１センサパラメータ用の車両
　Ｂ　第２センサパラメータ
　Ｂｎ　第２センサパラメータ用の値
　Ｃ－Ｅ　追加のセンサパラメータ
　Ｆｎ　車両タイプ

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月8日(2015.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
車両（１００）におけるタイヤ圧力センサ（１０）の構成方法であって
　－　移動無線装置（３０）とタイヤ圧力センサ（１０）との間のデータ通信接続（２０
）を作出するステップと、
　－　移動無線装置（３０）を介して前記車両（１００）に特有の少なくとも１つのセン
サパラメータ（４０）を選択するステップと、
　－　前記タイヤ圧力センサ（１０）において、前記少なくとも１つの選択されたセンサ
パラメータ（４０）を活性化するステップとを含む方法において、
前記データ通信接続（２０）が、無線接続として、次の無線規格、すなわち、
　－　ＷＬＡＮ
　－　ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）
の少なくとも１つに基づいて構築されることを特徴とする方法。
【請求項２】
前記データ通信接続（２０）が、前記タイヤ圧力センサ（１０）と直接方式において構築
されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記データ通信接続（２０）が、前記車両（１００）の制御装置（１１０）を介して、間
接方式において構築されることを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
前記車両（１００）に特有の少なくとも１つのセンサパラメータ（４０）が、前記タイヤ
圧力センサ（１０）のメモリユニット（１２）から選択される、特に、所定のセンサパラ
メータ（４０）から選択されることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項５】
車両（１００）に特有の前記少なくとも１つのセンサパラメータ（４０）が、前記それぞ
れのセンサパラメータ（４０）が特に各車両（１００）に対する相関関係において保存さ
れるデータベース（４２）から選択されることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項６】
前記車両（１００）に特有の少なくとも２つのセンサパラメータ（４０）が、前記車両（
１００）の選択を介して、特に車両のデータベース（４４）から共通に選択されることを
特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
前記データ通信接続（２０）の構築と、前記少なくとも１つのセンサパラメータ（４０）
の選択と、前記選択された少なくとも１つのセンサパラメータ（４０）の活性化との方法
のステップが、前記タイヤ圧力センサ（１０）を車輪のリムに装着した後に行われること
を特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
前記移動無線装置（３０）と、車両（１００）の異なる車輪（１１０）の少なくとも２つ
のタイヤ圧力センサ（１０）との間のデータ通信接続（２０）、特に、前記車両（１００
）のすべての車輪（１２０）のすべてのタイヤ圧力センサ（１０）とのデータ通信接続（
２０）が、これらのタイヤ圧力センサ（１０）の共通の構成に対して作出されることを特
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徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
この方法のための前記タイヤ圧力センサ（１０）が、符号化（１１）の走査によって、特
に、前記移動無線装置（３０）の走査装置（３２）によって選択されることを特徴とする
請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
移動無線装置（３０）の構成のためのコンピュータプログラム製品であり、機械読み取り
可能な媒体上に保存されるコンピュータプログラム製品であって、
－　処理ユニットに、移動無線装置（３０）とタイヤ圧力センサ（１０）との間のデータ
通信接続（２０）の作出を開始させる機械読み取り可能なプログラム手段と、
－　前記処理ユニットに、前記移動無線装置（３０）を介して、前記車両（１００）に特
有の少なくとも１つのセンサパラメータ（４０）の選択を開始させる機械読み取り可能な
プログラム手段と、
－　前記処理ユニットに、前記タイヤ圧力センサ（１０）における少なくとも１つの選択
されたセンサパラメータ（４０）の活性化を開始させる機械読み取り可能なプログラム手
段とを含むコンピュータプログラム製品。
【請求項１１】
機械読み取り可能なプログラム手段が、請求項１～９のいずれか一項に記載の特徴を有す
る方法のステップの構成用として想定されることを特徴とする請求項１０に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
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